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牛乳で店舗全体を活性化牛乳で店舗全体を活性化
クロスマーチャンダイジングで攻めるクロスマーチャンダイジングで攻める

牛乳で店舗全体を活性化
クロスマーチャンダイジングで攻める

嗜好や目的に応じていろいろな飲用乳を使い分け

売り場に並ぶ様々な種類の飲用乳
嗜好や目的に応じていろいろな飲用乳を使い分け

売り場に並ぶ様々な種類の飲用乳

日本の国産牛乳を守るために日本の国産牛乳を守るために
安全・安心な牛乳を生産する酪農家安全・安心な牛乳を生産する酪農家

酪農の価値を伝える酪農の価値を伝える

酪農家の様々な取り組み酪農家の様々な取り組み

牛乳は牛乳は「太る」「太る」「カロリーが高い」「カロリーが高い」は誤解は誤解

乳脂肪分の優れた機能乳脂肪分の優れた機能
牛乳は「太る」「カロリーが高い」は誤解

乳脂肪分の優れた機能

毎日の習慣がつくりだす毎日の習慣がつくりだす

「元気な毎日」にコップ一杯の牛乳「元気な毎日」にコップ一杯の牛乳
毎日の習慣がつくりだす

「元気な毎日」にコップ一杯の牛乳
第三次流通革命が起こるか第三次流通革命が起こるか

 希望創造の機会を創り出す未来店舗希望創造の機会を創り出す未来店舗
第三次流通革命が起こるか

 希望創造の機会を創り出す未来店舗



牛
乳
乳
製
品
自
給
率
は

約
七
〇
％
ま
で

低
下

安
全
・
安
心
の
牛
乳
を
生
産
す
る
酪
農
家

牛
乳
は

国
産
一
〇
〇
％
を

守
る
た
め
に
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世
界
中
で
食
料
不
足
が
危
惧
さ
れ
る
中
、

日
本
の
食
料
自
給
率
は
カ
ロ
リ
ー
ベ
ー
ス
で

約
四
〇
％
。残
り
の
六
〇
％
は
、海
外
か
ら
の

輸
入
に
頼
っ
て
お
り
、こ
れ
は
主
要
な
先
進

国
で
は
最
低
の
水
準
で
す
。

　
こ
の
よ
う
な
中
、牛
乳
乳
製
品
の
自
給
率

も
一
九
七
〇
年
度
に
は
約
九
〇
％
あ
っ
た
も

の
が
、二
〇
〇
八
年
度
に
は
約
七
〇
％
と
三

五
年
間
で
約
二
〇
％
も
低
下
し
て
き
ま
し
た
。

　
こ
の
要
因
は
、チ
ー
ズ
や
調
製
品
な
ど
の

乳
製
品
の
輸
入
増
加
、最
近
の
牛
乳
消
費
の

減
少
、さ
ら
に
生
乳
生
産
量
の
減
少
な
ど
に

よ
る
も
の
で
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、生
乳
換
算
で
一
二
〇
〇
万

ト
ン
と
い
う
巨
大
な
わ
が
国
の
牛
乳
乳
製
品

市
場
も
、い
ま
や
生
乳
換
算
で
三
五
〇
～
四

〇
〇
万
ト
ン
も
の
乳
製
品
を
、海
外
に
依
存

す
る
状
況
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
多
く
の
食
品
が
輸
入
さ
れ
る
中
で
、「
牛
乳
」

は
数
少
な
い
国
産
一
〇
〇
％
の
食
品
で
す
。

近
く
の
お
店
に
行
け
ば
い
つ
で
も
手
に
入
る

た
め
、そ
の
価
値
を
あ
ま
り
考
え
た
こ
と
は
な

い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　「
牛
乳
」は
工
業
製
品
と
違
っ
て
、急
に
増

産
し
た
り
、減
産
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

そ
れ
は
、生
き
物
で
あ
る
乳
牛
の
お
乳（
生
乳
）

が
原
料
だ
か
ら
で
す
。乳
牛
が
子
牛
を
産
み
、

生
乳
を
生
産
す
る
ま
で
に
は
約
三
年
の
歳
月

が
か
か
り
ま
す
。毎
年
、酪
農
家
戸
数
や
乳
牛

の
飼
養
頭
数
は
減
少
し
て
い
ま
す
。生
産
基

盤
が
脆
弱
化
す
る
こ
と
は
、日
本
の
酪
農
産

業
の
衰
退
に
も
つ
な
が
り
、や
が
て「
安
全
で

新
鮮
な
国
産
一
〇
〇
％
の
牛
乳
」の
供
給
が

む
ず
か
し
く
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
一
方
、消
費
者
に
目
を
向
け
る
と
、「
食
品
・

飲
料
を
購
入
す
る
際
に
、主
婦
が
重
視
す
る

要
素
」は
、一
昨
年
の
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
以

降
、生
活
防
衛
意
識
の
高
ま
り
か
ら「
値
段（
安

さ
）」が
大
き
く
増
加
し
て
い
ま
す
が
、「
安
全
・

安
心（
国
産
）」を
重
視
す
る
主
婦
が
最
も
多

い
と
い
う
結
果
が
み
ら
れ
ま
し
た
。（
本
会
二

〇
〇
九
年
八
月
実
施
調
査
結
果
よ
り
）

　
安
全
で
安
心
、新
鮮
な
国
産
一
〇
〇
％
の

牛
乳
を
今
後
も
生
産
し
て
い
く
た
め
に
、酪

農
家
は
、毎
日
、牛
と
向
き
合
っ
て
い
ま
す
。

　
生
き
物
で
あ
る
乳
牛
か
ら
生
乳
を
生
産
す

る
酪
農
家
は
、三
六
五
日
乳
牛
と
一
緒
。そ
の

生
活
サ
イ
ク
ル
は
乳
牛
に
合
わ
せ
た
毎
日
で
、

朝
五
時
に
は
起
き
て
、牛
舎
の
掃
除
、給
餌
、

搾
乳
。こ
れ
を
毎
日
朝
夕
必
ず
行
い
ま
す
。そ

の
合
間
に
餌
づ
く
り
や
堆
肥
づ
く
り
、牛
の

健
康
チ
ェ
ッ
ク
な
ど
を
し
ま
す
。

　
乳
牛
は
生
き
物
で
あ
る
た
め
、毎
日
、乳
を

搾
っ
て
あ
げ
な
い
と
病
気
に
か
か
っ
て
し
ま

い
ま
す
。お
い
し
い
牛
乳
を
届
け
る
た
め
に

は
、乳
牛
の
健
康
管
理
は
牧
場
の
大
切
な
仕

事
で
す
。搾
乳
は
衛
生
的
に
行
わ
れ
、搾
ら
れ

た
生
乳
は
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
を
通
り
貯
乳
タ
ン

ク
へ
送
ら
れ
る
と
す
ぐ
に
冷
蔵
貯
蔵
さ
れ
ま
す
。  

　
搾
っ
た
ば
か
り
の
生
乳
は
約
三
八
℃
位
あ

り
ま
す
が
、こ
れ
を
約
一
時
間
で
約
一
〇
℃

ま
で
、二
時
間
以
内
に
約
四
℃
ま
で
冷
却
し
、

集
乳
さ
れ
る
ま
で
適
切
な
温
度
管
理
が
行
わ

れ
ま
す
。

　
タ
ン
ク
ロ
ー
リ
ー
が
到
着
す
る
と
、厳
重

な
品
質
検
査
が
待
っ
て
い
ま
す
。複
数
の
牧

場
か
ら
集
乳
す
る
た
め
、一
戸
で
も
品
質
管

理
に
手
抜
き
が
あ
れ
ば
、タ
ン
ク
の
中
の
生

乳
全
て
が
不
適
格
と
な
る
た
め
、牧
場
で
は

万
全
の
品
質
管
理
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、工
場
に
届
い
た
生
乳
は
、さ
ら
に
受

け
入
れ
検
査
が
行
わ
れ
ま
す
。こ
う
し
て
幾

重
に
も
チ
ェ
ッ
ク
さ
れ
た
生
乳
だ
け
が
牛
乳

と
な
り
、店
頭
に
並
べ
ら
れ
る
の
で
す
。 

安
全
・
安
心
の
誇
り

乳
牛
と
い
つ
も
一
緒
に

三
六
五
日

　北海道や都府県の中山間地域に多く立地している酪農は、日本の農業の中においても、
他作物と比較すると、休耕地などの農地を積極的に利用している作目です。就農人口の
減少や高齢化などによる離農跡地や耕作放棄地を活用しながら、飼料作付面積の増加
に努力を重ねており、過去10年間で一酪農家当たりの作付面積は約60％増加しています。
　また、酪農の牧場から生産されるたい肥が、地域の耕種作物の栽培に活用されるなど、
酪農は、地域農業の物質循環のコアとなっています。

美しい緑の大地を乳牛が作り出す。酪農は地域農業の物質循環のコア

安
全
・
安
心
の
牛
乳
を
生
産
す
る
酪
農
家

牛乳乳製品の国内自給状況の推移牛乳乳製品の国内自給状況の推移牛乳乳製品の国内自給状況の推移
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輸入量

国内生産量

日
本
の
国
産
牛
乳
を
守
る
た
め
に

安
全
・
安
心
な
牛
乳
を
生
産
す
る
酪
農
家

「
国
産
一
〇
〇
％
の
牛
乳
を
消
費
者
に
届
け
た
い
」～
酪
農
家
の
想
い
～
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酪
農
教
育
フ
ァ
ー
ム
や
自
家
製
牛
乳
乳
製
品
の
製
造
な
ど

酪
農
家
の
様
々
な
取
り
組
み

牧
場
体
験
を
通
じ
て
学
ぶ

「
食
」
と
「
い
の
ち
」

酪
農
教
育
フ
ァ
ー
ム

酪
農
の
価
値
を
伝
え
る

　
食
料
自
給
率
が
先
進
国
の
中
で
は
最
低
の

水
準
で
推
移
す
る
中
、日
本
の
国
民
一
人
一

人
が「
食
」に
つ
い
て
考
え
る
習
慣
を
身
に
つ

け
、生
涯
を
通
じ
て
健
全
で
安
心
な
食
生
活

が
実
現
で
き
る
よ
う
に
、食
の
大
切
さ
を
伝

え
る『
食
育
』活
動
が
、近
年
、全
国
で
行
わ
れ

て
い
ま
す
。

　
中
央
酪
農
会
議
で
は
、平
成
十
年
度
か
ら

酪
農
教
育
フ
ァ
ー
ム
活
動
を
開
始
し
、「
牛
乳

乳
製
品
」の
価
値
と
と
も
に
、「
酪
農
」の
価
値

を
伝
え
る
様
々
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま

す
。こ
の
こ
と
を
通
じ
て
牧
場
に
癒
し
や
教

育
的
な
機
能
が
あ
る
こ
と
は
、学
術
研
究
の

面
で
も
立
証
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
牛
乳
乳
製
品
の
原
材
料
と
な
る「
生
乳
」を

生
産
す
る
酪
農
の
生
産
現
場
で
は
、牧
場
を

開
放
し
、搾
乳
や
哺
乳
体
験
、乳
牛
と
の
ふ
れ

あ
い
、酪
農
家
と
の
交
流
な
ど
、「
酪
農
教
育

フ
ァ
ー
ム
」活
動
を
全
国
の
牧
場
な
ど
で
行
っ

て
い
ま
す
。

　
こ
の
活
動
で
は
、幼
稚
園
・
小
中
学
校
の
生

徒
か
ら
家
族
連
れ
な
ど
の
消
費
者
ま
で
、幅

広
く
受
入
を
実
施
し
て
お
り
、「
食
の
教
育
」

や「
い
の
ち
の
教
育
」を
体
験
し
な
が
ら
学
ん

で
い
ま
す
。

　
ま
た
、最
近
話
題
に
な
っ
て
い
る「
ア
ニ
マ

ル
セ
ラ
ピ
ー
」の
た
め
に
牧
場
を
活
用
し
よ

う
と
い
う
試
み
や
、障
害
者
支
援
と
し
て
の

利
用
な
ど
も
検
討
・
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、食
品
販
売
店
の
サ
ー
ビ
ス
の
一

環
と
し
て
の
、「
お
客
様
牧
場
体
験
ツ
ア
ー
」

や
企
業
の
社
員
研
修
の
一
環
と
し
て
牧
場
を

訪
れ
る
こ
と
も
あ
る
よ
う
で
す
。

　
平
成
二
〇
年
度
末
の
酪
農
教
育
フ
ァ
ー
ム

認
証
牧
場
は
、全
国
で
二
五
七
牧
場
、平
成
二

〇
年
度
一
年
間
に
お
い
て
、全
国
で
約
七
一

万
人
が
牧
場
を
訪
れ
て
い
ま
す
。

　
現
在
、日
本
各
地
の
酪
農
家
が
、「
牛
乳
」は

も
ち
ろ
ん
、「
ヨ
ー
グ
ル
ト
」、「
ア
イ
ス
ク
リ
ー

ム
」、「
バ
タ
ー
」、「
チ
ー
ズ
」な
ど
を
手
作
り

で
製
造
・
商
品
化
し
て
い
ま
す
。

　
そ
の
中
で
も
国
産
の
ナ
チ
ュ
ラ
ル
チ
ー
ズ

は
、「
フ
レ
ッ
シ
ュ
」、「
ハ
ー
ド
」、「
ウ
ォ
ッ
シ
ュ
」、

「
青
カ
ビ
」、「
白
カ
ビ
」な
ど
様
々
な
種
類
が
、

各
地
の
気
候
風
土
や
食
文
化
に
根
付
い
た
個

性
的
な
チ
ー
ズ
と
し
て
、作
ら
れ
て
い
ま
す
。

最
近
で
は
、製
造
技
術
の
向
上
取
り
組
み
も

進
ん
だ
こ
と
で
、海
外
の
製
品
に
も
負
け
な

い「
お
い
し
い
ナ
チ
ュ
ラ
ル
チ
ー
ズ
」が
日
本

の
食
卓
に
並
び
始
め
ま
し
た
。

　
二
〇
〇
九
年
十
一
月
十
三
日
に
行
わ
れ
た

「
第
七
回 
Ａ
Ｌ
Ｌ 

Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ 

ナ
チ
ュ
ラ

ル
チ
ー
ズ
コ
ン
テ
ス
ト
」で
は
、農
林
水
産
大

臣
賞
を
大
分
県
の
う
ら
け
ん
・
湯
布
院
チ
ー

ズ
工
房
の「
ウ
ォ
ッ
シ
ュ
タ
イ
プ
の
ナ
チ
ュ

ラ
ル
チ
ー
ズ
」が
獲
得
し
ま
し
た
。

　
チ
ー
ズ
作
り
を
開
始
し
て
か
ら
十
年
以
上
。

製
造
者
の
浦
田
さ
ん
は
、チ
ー
ズ
作
り
の
奥

深
さ
か
ら
酪
農
と
チ
ー
ズ
製
造
の
両
立
が
難

し
く
な
り
、酪
農
を
断
念
。現
在
で
は
チ
ー
ズ

作
り
に
専
念
し
て
い
ま
す
が
、「
日
本
の
食
文

化
の
中
に
し
っ
か
り
と
根
を
お
ろ
せ
る
チ
ー

ズ
作
り
を
し
た
い
」と
新
た
な
挑
戦
を
始
め

て
い
ま
す
。

　
ま
た
今
回
の
コ
ン
テ
ス
ト
で
は
、そ
の
他

に
も
長
期
間
の
熟
成
が
必
要
な「
ハ
ー
ド
タ

イ
プ
チ
ー
ズ
」や
山
羊
の
乳
で
作
ら
れ
る「
シ
ェ
ー

ブ
ル
タ
イ
プ
チ
ー
ズ
」な
ど
も
表
彰
さ
れ
、日

本
に
お
け
る
国
産
ナ
チ
ュ
ラ
ル
チ
ー
ズ
の
バ

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
広
が
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　みなさんはご存知でしたか？

　国連食糧農業機関（FAO）は

2001年に、牛乳に対する関心を

高めると同時に、酪農・乳業の仕

事を多くの方に知ってもらうこ

とを目的として、6月1日を「世界

牛乳の日（World Milk Day）」と

定めました。

　これに伴い、日本でも6月1日

は「牛乳の日」、6月は１ヶ月間を

通して牛乳月間とし、全国各地で

さまざまなイベントが催されて

います。

　昨年、東京では有楽町駅周辺で 

「MILK EXPO＠有楽町」が開催

され、時折小雨まじりの天候にも

かかわらず約5万人の来場者で

賑わいました。

ミルククイズ、牛乳試飲、骨密度測定、健康診断、乳
牛とのふれあいなどの様々なイベントを通して、
牛乳のよさを消費者に伝えました。

知っていますか
6月1日は「牛乳の日」

6月は牛乳月間

!!

技
術
・
品
質
が
向
上
し
て
い
る

酪
農
家
手
作
り
の

「
牛
乳
乳
製
品
」

　昨年11月13日に「第7回 ALL JAPAN 

ナチュラルチーズコンテスト」が行われ

ました。今回は全国の52社から113点も

のチーズが出品され、厳正な審査の中、優

秀賞30点、またその中から5つの賞に輝

いた作品が発表されました。



牛乳＝成分 無調整 牛乳

生乳を100％使用し、それを

加熱殺菌しただけのものが

「牛乳＝成分無調整牛乳」です。

牛乳の紙パックには、必ず「種類別」

という表示の記載があり、

これが「牛乳」となっています。
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乳
脂
肪
分 

が
含
ま
れ
る

か
ら
こ
そ
の

お
い
し
さ

　
お
い
し
さ
の
旨
み
成
分
と
し
て
は
、昆
布

だ
し
に
代
表
さ
れ
る「
グ
ル
タ
ミ
ン
酸（
ア
ミ

ノ
酸
）」や
、カ
ツ
オ
だ
し
の
イ
ノ
シ
ン
酸
な

ど
が
、よ
く
知
ら
れ
て
い
ま
す
が
、脂
質
も「
お

い
し
さ
」を
感
じ
る
要
素
の
ひ
と
つ
で
す
。

　
た
と
え
ば「
脂
が
の
っ
て
い
て
お
い
し
い
」

と
言
う
よ
う
に
、ト
ロ
や
霜
降
り
肉
な
ど
の

食
品
に
は
脂
質
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
牛
乳
も
乳
脂
肪
分
が
多
い
ほ
ど
コ
ク
が
増

し
、風
味
も
強
く
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、『
お
い
し
い
』と
い
う
価
値
を
は
か

る
上
で
は
、旨
み
、コ
ク
、風
味
の
ほ
か
に
も

色
や
香
り
、口
に
含
ん
だ
と
き
の
口
当
た
り
、

食
感
と
い
っ
た
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　
牛
乳
の
ツ
ヤ
を
お
び
た
乳
白
色
、乳
香
と

呼
ば
れ
る
ほ
の
か
な
香
気
、乳
糖
に
よ
る
か

す
か
な
甘
さ
や
、乳
脂
肪
に
よ
る
な
め
ら
か

さ
、こ
う
い
っ
た
も
の
が
牛
乳
の
コ
ク
、風
味

と
な
っ
て『
牛
乳
の
お
い
し
さ
』と
い
う
価
値

を
作
り
出
し
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
こ
の
牛
乳
の
「
お
い
し
さ
」
の
も

と
と
な
る
「
生
乳
」
の
成
分
は
微
妙
に
変
化

し
ま
す
。

　
こ
れ
は
生
き
物
で
あ
る
乳
牛
か
ら
生
産
さ

れ
る
た
め
で
、生
産
地
域
の
気
候
や
季
節
、食

べ
た
エ
サ
な
ど
に
よ
っ
て
そ
の
成
分
に
変
化

が
見
ら
れ
ま
す
。

　　「
牛
乳
を
そ
の
ま
ま
飲
む
」。こ
れ
は
も
ち

ろ
ん「
お
い
し
い
食
し
方
」と
言
え
ま
す
が
、

混
ぜ
飲
み
や
料
理
な
ど
で
も
牛
乳
の
コ
ク
、

風
味
が
大
活
躍
。

　
例
え
ば
、コ
ー
ヒ
ー
や
紅
茶
な
ど
の
他
飲

料
と
混
ぜ
た
り
、シ
リ
ア
ル
な
ど
の
他
の
食

品
と
組
み
合
わ
せ
た
り
。ま
た
、美
味
し
い
料

理
の
引
き
立
て
役
と
し
て
、パ
ン
や
菓
子
類
、

カ
レ
ー
ラ
イ
ス
、シ
チ
ュ
ー
な
ど
の
材
料
に
も
。

　
ま
た
、最
近
で
は
、和
食
で
も
利
用
さ
れ
る

な
ど『
牛
乳
の
お
い
し
さ
』を
活
用
す
る
幅
が

ど
ん
ど
ん
広
ま
っ
て
い
ま
す
。

乳飲料

生乳や乳製品を主原材料

として、コーヒー抽出液や

果汁、カルシウムや

ビタミンなど乳製品以外を

加えたものです。

売り場に並ぶ
様々な種類の飲用乳
嗜好や目的に応じていろいろな飲用乳を使い分け

63～65℃の低温で搾りたて

の風味を残して30分間殺菌

する方法です。

低温保持殺菌

120～130℃で2～3秒間殺菌

する方法で日本ではほとんど

この処理法です。

超高温殺菌

72～75℃で15秒間以上殺菌

する方法で欧米では一般的な

処理法です。

高温短時間殺菌

135～150℃で1～4秒間殺菌

する方法で、常温保持可能な

牛乳に用いられます。

超高温滅菌

牛乳＝成分無調整牛乳には、殺菌温度の違いもあります乳牛から搾られる生乳は様々な乳製品になります

バター
　バターは、生乳中の脂肪分を取りだし、練り上げたものです。
食塩を加えた「有塩バター」と製菓、製パンなどに用いられる「無
塩バター」に大別され、最近では、「はっ酵バター」や「ホイップ
バター」なども市販されています。

ヨーグルト
　ヨーグルトは、乳酸菌の働きで、生乳などの原材料をはっ酵
させたものです。添加物を加えない「プレーンタイプ」や「ハー
ドタイプ」、果肉などが入った「ソフトタイプ」、そのほか「ドリ
ンクタイプ」や「フローズンタイプ」などがあります。

アイスクリーム
　アイスクリームは、生乳や乳製品に卵、砂糖、香料などの原材
料を加え、かき混ぜたものを半凍結または凍結させたものです。
乳脂肪分の含有量により「アイスクリーム」のほか、「アイスミ
ルク」、「ラクトアイス」に分けられます。

チーズ
　チーズは、生乳を乳酸菌や酵素の働きによってはっ酵させ、
固めたものです。ナチュラルチーズは、時とともに熟成が進み、
味わいが変わります。プロセスチーズは、数種類のナチュラルチー
ズを加熱して溶かし、加工したものです。

牛乳は様々な料理で大活躍

生乳を100％使用していますが、

水分、乳脂肪分、ミネラルなど

の一部を除去したものです。

成分 調整 牛乳成分 調整 牛乳

加工乳

無脂乳固形分が「牛乳」と同

様に8.0％と定められ、生乳

やバター、クリーム、脱脂粉

乳などの乳製品のみを

原材料としています。

「種類別：牛乳」の一括表示欄

イラスト

種　類　別 牛乳

商　品　名 ○○牛乳

無脂乳固形分 8.5％以上

原 材 料 名 生乳100％

殺　　　菌 130℃・2秒以上

賞 味 期 限 上部に記載

内　容　量 1000ml

保存の方法 10℃以下で保存してください。

開封後の取扱い 開封後は品質保持期限にかか
わらずお早めにお飲みください

乳 脂 肪 分 3.5％以上
ここに注目
してください

主な種類別の成分規格

無脂肪牛乳 低脂肪牛乳 成分調整牛乳

（無脂乳固形分：8.0％以上、特別牛乳は8.5％以上）

牛乳
特別牛乳

成分調整牛乳

0.5％ 1.5％ 約3.8％

成分を
除去しない

成分を
除去しない

乳脂肪の除去 水分の除去

種 類 別

乳脂肪分

直
接
飲
用 

に
こ
だ
わ
ら
な
い

様
々
な
用
途 

で
活
躍
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乳
脂
肪
分
が
美
容
と
健
康
を
サ
ポ
ー
ト

乳
脂
肪
分
の
優
れ
た
機
能

乳
脂
肪
に
対
す
る
大
き
な
誤
解

牛
乳
は「
太
る
」  「
カ
ロ
リ
ー
が
高
い
」  

は
誤
解

コレステロール仮説による長期栄養介入試験

日本ではこれまで、生活習慣病の予防には「動物性脂肪とコレステロールの

摂取量を抑え、高リノール酸油の摂取を増やす」ことを奨励してきました。

これは、高コレステロール血症が心疾患などの危険因子であり、動物性脂肪

がコレステロール値を上げ、逆に高リノール酸植物油は下げるという ｢コレ

ステロール仮説｣によるものです。

　ところが近年の長期にわたる各国の追跡調査によると、心疾患などは、リ

ノール酸系の摂りすぎが大きな危険因子である事が分かってきました。また、

リノール酸の摂取過多の害を抑える上で、α－リノール酸系が有効である

ことも判明し、動物性脂肪の方が安全であるという結果が示されています。

特に、リノール酸含有量が低い牛乳は安心して食べられる食品といえます。

見直される動物性脂肪

脂質を多く含む食品
資料：五訂食品成分表

和牛バラ肉

食 品 名 1 食 分 （ g ） 脂 質 量 （ g ）

80 40.0

和牛リブロース 80 35.2

さんま 100 （1尾） 24.6

フライドポテト 80 21.9

クロワッサン 50 13.4

豚バラ肉 80 27.7

マカダミアナッツ 30 23.0

とり皮（もも） 30 15.5

ショートケーキ 80 11.2

マヨネーズ（全卵） 12 （大さじ1杯） 9.0

牛　乳 200 （コップ1杯） 7.6

脂質を含む食品をみると、部位や種類によっても違いはありますが、肉類や魚類、豆類
などが上位にみられます。一見、脂質とイメージが結びつきにくい「さんま」や「クロワ
ッサン」、「ショートケーキ」なども、コップ一杯の「牛乳」より脂質が多く含まれます。

脂肪酸の種類と機能

3大栄養素
基本となる「三大栄養素」にビタミンと

ミネラルを加えたものが「五大栄養素」

三大栄養素の健康的なエネルギーバラ

ンスは「糖質（炭水化物）60％、脂質25％、

タンパク質14％」で摂取するのが理想

ミネ

三大

ンス

タン

1g 当たり 4kcal

生命活動を維持するた
めのエネルギー源。脳
や体を動かすためのガ
ソリン的役割を担う

糖　質
糖質（炭水化物）

1g 当たり 9kcal

細胞膜や血液、ホルモ
ンなどの原料となり、
脂溶性ビタミンの吸収
を助ける働きがある

脂　質

1g 当たり 4kcal

内臓や筋肉、血液、ホ
ルモンや酵素、免疫物
質など、体の各組織を

構成する機能を持つ

タンパク質

※「ヘルシンキ・ビジネスマン研究」ビジネスマンを対象にした
　  15年間の介入試験結果

0
0 1

対象群
10

20

30

40

2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16

介入群

追跡期間（年）

心
疾
患
死
亡
率
（
累
積
）

栄養指導介入なし

「動物性脂肪とコレステ
ロールの摂取を抑え、高
リノール酸油の摂取を増
やす」栄養指導をした

※従来の栄養指導では心疾患死亡率が高い傾向にあります。

食品の脂肪酸組成

出展：科学技術庁資源調査会編「日本食品脂溶性成分表」より抜粋

不
飽
和
脂
肪
酸

飽
和
脂
肪
酸

酪酸（短鎖） 3.9

2.4

1.4

2.8

3.4

10.8

28.4

11.4

1.7

24.9

2.7

0.4

－

－

－

－

－

－

－

－

8.4

3.3

0.1

34.5

43.4

8.8

－

－

－

－

0.2

1.2

4.8

5.6

20.5

6.8

3.2

36.4

15

2.1

0.1

0.5

－

－

－

－

0

2.7

25.2

11.4

5

11.4

5.2

0.2

－

－

－

－

－

－

－

7.9

19

3.3

7.7

13

2.6

1

13

10.7

牛　乳 人　乳 植物油牛　肉 いわし

カプロン酸（短鎖）

カプリル酸（中鎖）

カプリン酸（中鎖）

ラウリン酸（中鎖）

ミルスチン酸（長鎖）

パルミチン酸（長鎖）

ステアリン酸（長鎖）

パルミトレイン酸

オレイン酸

リノール酸

α－リノレン酸

EPA

DHA

※1) ミネラル・・・カルシウム220mg、リン186mg、マグネシウム20mg、カリウム300mg

※2) ビタミン・・・ビタミンA78μg（レチノール当量）、ビタミンB10.08mg、ビタミンB20.30mg

水　分

脂　質

タンパク質

炭水化物

ミネラル

ビタミン

174.8g

7.6g

6.6g

9.6g
1

2

※

※

牛乳200g中の栄養成分

　「
牛
乳
は
太
る
！
」こ
れ
は
大
き
な
誤

解
で
す
。牛
乳
の
乳
脂
肪
は
、体
脂
肪
と

し
て
は
蓄
積
さ
れ
に
く
く
、子
供
の
成
長

や
美
容
に
欠
か
せ
な
い
脂
溶
性
ビ
タ
ミ

ン
の
吸
収
を
助
け
る
と
い
う
働
き
が
あ

り
ま
す
。

　
脂
質
は
少
量
で
多
く
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
う

み
出
す
効
率
の
良
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
の
た
め
、

そ
の
高
い
効
率
性
ゆ
え
に「
脂
質（
脂
肪
）＝

太
る
も
の
」と
い
う
悪
い
イ
メ
ー
ジ
を
も
た

れ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
脂
質
は
本
来
、人
間
の
生
存
に
欠

か
せ
な
い
三
大
栄
養
素（
糖
質
、タ
ン
パ
ク
質
、

脂
質
）の
一
つ
で
あ
り
、脂
質
に
は
免
疫
や
美

肌
に
必
要
な
ビ
タ
ミ
ン
Ａ
、骨
や
歯
の
形
成

に
必
要
な
ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
な
ど
の
脂
溶
性
ビ
タ

ミ
ン
の
吸
収
を
助
け
る
作
用
も
あ
り
ま
す
。

　
乳
脂
肪
は
、こ
う
し
た
脂
溶
性
ビ
タ
ミ
ン

の
供
給
源
で
も
あ
り
、ま
た
、糖
質
の
分
解
を

促
進
す
る
ビ
タ
ミ
ン
Ｂ１

や
、造
血
作
用
を
助

け
る
ビ
タ
ミ
ン
Ｂ2

な
ど
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

脂
肪
酸
の
性
質
に
よ
っ
て
変
わ
る
機
能

　
脂
質
の
九
〇
％
を
占
め
る
の
が
脂
肪
酸
で
、

大
き
く
は「
飽
和
脂
肪
酸
」と「
不
飽
和
脂
肪

酸
」に
分
け
ら
れ
ま
す
。「
飽
和
脂
肪
酸
」は
、

主
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
と
し
て
活
用
さ
れ
ま
す
。

　
一
方
、「
不
飽
和
脂
肪
酸
」の
主
な
機
能
に

は
、血
液
中
の
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
値
や
血
圧

を
下
げ
る
作
用
が
あ
り
、ま
た
、α
　
リ
ノ
レ

ン
酸
や
リ
ノ
ー
ル
酸
、エ
イ
コ
サ
ペ
ン
タ
エ

ン
酸（
Ｅ
Ｐ
Ａ
）や
、ド
コ
サ
ヘ
キ
サ
エ
ン
酸

（
Ｄ
Ｈ
Ａ
）な
ど
、体
内
で
は
合
成
さ
れ
な
い

必
須
脂
肪
酸
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
脂
質
と
い
う
と
油
脂
類
を
思
い
が
ち
で
す

が
、穀
類
や
豆
類
、魚
介
類
、卵
な
ど
に
も
含

ま
れ
て
お
り
、こ
う
し
た
食
品
か
ら
も
脂
質

は
摂
取
し
て
い
ま
す
。

　
そ
の
脂
肪
量
を
比
較
し
て
も
牛
乳
は
コ
ッ

プ
一
杯（
二
〇
〇
グ
ラ
ム
）で
七
・
六
グ
ラ
ム

の
脂
質
に
す
ぎ
ま
せ
ん
。

体
内
で
脂
肪
に
な
り
に
く
い
乳
脂
肪

　
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
過
剰
摂
取
や
運
動
不
足
に

よ
る
肥
満
な
ど
か
ら
、動
物
性
脂
肪
は
、悪
者

と
思
わ
れ
が
ち
で
す
が
、同
じ
動
物
性
脂
肪

で
も
、牛
乳
に
含
ま
れ
る
乳
脂
肪
は
全
体
の

わ
ず
か
四
％
未
満
で
す
。ま
た
、牛
乳
の
コ
ッ

プ
一
杯（
二
〇
〇
グ
ラ
ム
）の
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
、

一
三
四
キ
ロ
カ
ロ
リ
ー
。二
〇
代
女
性
の
一

日
に
必
要
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
約
八
％
し
か
あ

り
ま
せ
ん
。む
し
ろ
脂
肪
を
考
え
る
う
え
で

大
切
な
こ
と
は
、摂
取
す
る
脂
肪
酸
の
バ
ラ

ン
ス
で
す
。

　
乳
脂
肪
に
は
、「
飽
和
脂
肪
酸
」だ
け
で
な

く
、血
液
中
の
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
値
を
下
げ

る
リ
ノ
ー
ル
酸
や
、血
栓
形
成
を
抑
え
る
α

　
リ
ノ
レ
ン
酸
な
ど
の
必
須
脂
肪
酸
な
ど
も

バ
ラ
ン
ス
よ
く
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、他
の
動
物
性
脂
肪
や
油
脂
と
違
い
、

酪
酸
な
ど
の
短
鎖
脂
肪
酸
、ラ
ウ
リ
ン
酸
な

ど
の
中
鎖
脂
肪
酸
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。短

鎖
・
中
鎖
脂
肪
酸
は
、胃
や
小
腸
で
吸
収
さ
れ

た
あ
と
、門
脈
経
由
で
吸
収
さ
れ
る
た
め
に
、

体
内
で
脂
肪
に
な
り
に
く
い
特
徴
が
あ
る
の

で
す
。

n-6系

n-3系

飽和脂肪酸

一価不飽和
脂肪酸

オレイン酸

リノール酸

ｒ  リノレン酸

アラキドン酸

α  リノレン酸

EPA
(エイコサ
ペンタエン酸）

酪酸

ラウリン酸

ミリスチン酸

パルミチン酸

ステアリン酸

 

不
飽
和
脂
肪
酸

多
価
不
飽
和
脂
肪
酸

主にエネルギー源となる。

血液中のコレステロールを減少。
酸化されにくい。

必須脂肪酸の一つ。
血液中のコレステロール値
や血圧を下げる働きがある。

血糖値や血液中のコレステ
ロール値を下げたり、血圧を
下げる。さまざまな生体機能
の調整。

必須脂肪酸の一つ。
胎児や乳児の正常な発育に
必須。

必須脂肪酸の一つ。体内でエ
ネルギーになりやすく、必要
に応じて体の中でEPA、DHA
に作り変えられる。

坑血栓作用。血液中の中性脂
肪を減少させる。酸化されや
すい。

DHA
(ドコサヘキサ
エン酸）

坑血栓作用。脳のリン脂質の
構成成分。脳の機能を高める。
酸化されやすい。

分　類 主な脂肪酸 機　能

資料：五訂食品成分表

（単位：％）



老
若
男
女
を
問
わ
ず
、毎
日
元
気
で
い
る
た
め
に
は
食
生
活
の
バ
ラ
ン
ス
が
大
切
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「
元
気
な
毎
日
」に
コ
ッ
プ
一
杯
の
牛
乳

健
康
の
も
と
栄
養
バ
ラ
ン
ス

毎
日
の
習
慣
が
つ
く
り
だ
す

　
健
康
を
気
に
す
る
人
は
た
く
さ
ん
い
ま
す
。

で
も
そ
の
た
め
に
栄
養
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
て
、

毎
日
の
食
事
に
気
を
配
る
人
は
ど
れ
だ
け
い

る
で
し
ょ
う
か
。

　「
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
献
立
を
考
え
る
の

は
面
倒
」、「
好
き
な
も
の
を
食
べ
た
い
」な
ど
、

「
健
康
の
た
め
に
は
栄
養
バ
ラ
ン
ス
を
」と
理

解
し
て
い
て
も
、な
か
な
か
実
行
で
き
な
い

も
の
で
す
。そ
れ
を
補
っ
て
く
れ
る
の
が
コ
ッ

プ
一
杯
の
牛
乳
で
す
。

　
牛
乳
は
、体
内
で
合
成
で
き
な
い
必
須
ア

ミ
ノ
酸
を
含
む
良
質
な
タ
ン
パ
ク
質
を
は
じ

め
、糖
質
、脂
質
と
い
う
三
大
栄
養
素
は
も
と

よ
り
、体
の
調
整
に
は
欠
か
せ
な
い
ビ
タ
ミ

ン
類
、カ
ル
シ
ウ
ム
、リ
ン
な
ど
の
ミ
ネ
ラ
ル

と
い
っ
た
、多
く
の
栄
養
素
を
バ
ラ
ン
ス
よ

く
含
ん
で
い
ま
す
。

　
そ
の
た
め
毎
日
コ
ッ
プ
一
杯
の
牛
乳
を
飲

む
だ
け
で
栄
養
バ
ラ
ン
ス
が
大
幅
に
改
善
さ

れ
ま
す
。

　
食
事
に
気
を
配
っ
て
い
る
方
で
も
、と
か

く
カ
ロ
リ
ー
ば
か
り
を
気
に
し
が
ち
で
す
が
、

バ
ラ
ン
ス
よ
く
栄
養
を
と
る
こ
と
が
健
康
の

た
め
に
は
大
切
で
す
。

生
活
習
慣
病
予
防
と
免
疫
力
の
強
化

　
二
〇
〇
五
年
版
日
本
人
食
事
摂
取
基
準
に

も
書
か
れ
て
い
る
よ
う
に
、『
栄
養
の
欠
乏
だ

け
で
な
く
過
剰
摂
取
も
予
防
し
な
く
て
は
な

ら
な
い
』と
さ
れ
る
現
代
社
会
。子
供
の
頃
か

ら
の
糖
質
や
脂
質
の
高
い
偏
っ
た
食
事
や
運

動
不
足
な
ど
の
悪
い
習
慣
に
よ
り
、高
脂
血

症
や
糖
尿
病
に
な
る
人
が
増
え
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
状
況
は
、食
生
活
を
管
理
し
て
い

る
大
人
に
も
責
任
が
あ
り
ま
す
。

　
子
ど
も
の
頃
か
ら
一
日
三
食
を
き
ち
ん
と

摂
り
、さ
ら
に
カ
ル
シ
ウ
ム
や
ビ
タ
ミ
ン
、ミ

ネ
ラ
ル
な
ど
、不
足
し
が
ち
な
栄
養
素
を
き

ち
ん
と
補
う
た
め
に
、「
牛
乳
乳
製
品+

果
物
」

な
ど
を
意
識
し
て
メ
ニ
ュ
ー
に
取
り
込
み
、

毎
日
の
食
生
活
を
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
よ
い
も

の
に
す
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　
ま
た
、牛
乳
乳
製
品
に
は
、「
免
疫
力
」を
高

め
る
良
質
な
タ
ン
パ
ク
質
や
ビ
タ
ミ
ン
Ａ
が

含
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
花
粉
症
や
ア
ト
ピ
ー
性
皮
膚
炎
な
ど
の
ア

レ
ル
ギ
ー
は
、免
疫
シ
ス
テ
ム
の
乱
れ
に
よ
っ

て
引
き
起
こ
さ
れ
る
と
言
わ
れ
、そ
の
原
因

と
し
て
は
、過
剰
な
ス
ト
レ
ス
や
大
気
汚
染

の
ほ
か
に
、近
年
で
は
食
生
活
の
乱
れ
が
挙

げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
大
人
に
な
っ
て
か
ら
発
症
す
る
と
治
療
し

に
く
い
と
さ
れ
る
ア
レ
ル
ギ
ー
症
状
は
、子

ど
も
の
頃
か
ら
規
則
正
し
い
食
習
慣
を
続
け
、

免
疫
力
を
し
っ
か
り
と
高
め
る
こ
と
で
予
防

で
き
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

高
血
圧
改
善
に
牛
乳
の
血
圧
調
整
機
能

　
様
々
な
合
併
症
を
引
き
起
こ
す
恐
れ
の
あ

る
高
血
圧
は
、日
本
に
お
け
る
国
民
病
と
も

い
わ
れ
て
い
ま
す
。そ
の
約
九
〇
％
は
特
別

な
原
因
疾
患
が
な
く
て
も
血
圧
が
高
く
な
る

と
い
う
本
能
性
高
血
圧
が
占
め
て
い
ま
す
。

　
本
能
性
高
血
圧
は
遺
伝
的
な
素
因
に
加
え

て
、肥
満
や
ス
ト
レ
ス
、塩
分
の
摂
り
過
ぎ
な

ど
、毎
日
の
食
生
活
も
因
子
と
し
て
大
き
く

関
係
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
魚
や
野
菜
に
含
ま
れ
る
カ
ル
シ
ウ
ム
よ
り

も
吸
収
率
が
高
い
牛
乳
の
カ
ル
シ
ウ
ム
は
、

血
圧
上
昇
要
因
の
ひ
と
つ
と
さ
れ
る
、塩
分

に
含
ま
れ
る
ナ
ト
リ
ウ
ム
の
尿
へ
の
排
泄
を

促
進
し
、血
圧
上
昇
作
用
を
抑
制
す
る
働
き

が
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。さ
ら
に
、牛
乳

タ
ン
パ
ク
質
で
あ
る
カ
ゼ
イ
ン
が
分
解
さ
れ

て
で
き
る
ペ
プ
チ
ド
は
、血
圧
を
上
昇
さ
せ

る
酵
素
の
働
き
を
抑
制
し
、高
血
圧
を
予
防

す
る
効
果
が
あ
り
ま
す
。

　
血
圧
の
降
下
、さ
ら
に
高
血
圧
の
予
防
と

い
う
点
か
ら
み
て
も
牛
乳
は
理
想
的
な
食
品

で
す
。

ぐ
っ
す
り
眠
れ
る
不
眠
解
消
効
果

　
緊
張
や
興
奮
な
ど
に
よ
る
睡
眠
不
足
、ス

ト
レ
ス
な
ど
が
原
因
で
起
こ
る
と
い
わ
れ
て

い
る
睡
眠
障
害
。

　
人
間
に
と
っ
て『
休
養
＝
ぐ
っ
す
り
眠
る
』

こ
と
は
、年
齢
性
別
を
問
わ
ず
健
康
維
持
に

と
て
も
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

　
牛
乳
の
タ
ン
パ
ク
質
に
含
ま
れ
る
ト
リ
プ

ト
フ
ァ
ン
は
体
内
で
セ
レ
ト
ニ
ン
を
経
て
メ

ラ
ト
ニ
ン
に
合
成
さ
れ
ま
す
が
、こ
れ
に
は

弱
い
睡
眠
作
用
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、牛
乳
タ
ン
パ
ク
質
が
分
解
さ
れ
て

で
き
る
オ
ピ
オ
イ
ド
ペ
プ
チ
ド
に
は
鎮
静
作

用
が
あ
り
、牛
乳
の
睡
眠
促
進
作
用
を
示
す

も
の
と
い
え
ま
す
。

ど関

乳糖が腸内で乳酸
や酢酸に変化して、
腸の活動を活発に
します。

大腸を整える

食事を構成する料理の条件

食事を構成する料理は、主食もしくは主菜＋ごはん（茶碗1膳）、副菜、汁物・デザートの３品
目がすべて含まれることを条件とした。なお、それぞれの料理については、一般家庭で、調理
されたり利用されたりするもののなかから、以下の品目の組み合わせとした。

栄　養　素 １食当たりの制約条件 牛乳200ml の栄養素
エネルギー 650～750 kcal
タンパク質 21.0 g 以上

※脂質は、28 g 以下を対象

カルシウム 210mg 以上
　　鉄 3.5 mg 以上
　　B１ 0.32 mg 以上
　　B２ 0.39 mg 以上
　　C 35 mg 以上

コレステロール 210 mg 以下
  食物繊維 7.0 g 以上
食塩相当量 3.5 g 以下

138 kcal
6.8 g

227mg
0.04 mg
0.08 mg
0.31 mg

2 mg
25 mg

0 g
0.2 g

食事を構成する料理の条件

厚労省が示す日本人の栄養摂取基準を踏まえて、1食当たりの栄
養的な制約条件を、下表のとおり設定した。

すし、五目ごはん、しそごはん、チャーハン、卵とじ丼、ざるそば、うどん、カレー
ライス、ラーメン、冷やし中華、スパゲッティナポリタン。
ブリの照り焼き、アジの煮付け、サバの味噌煮、焼き肉、ハンバーグステーキ、ビー
フシチュー、餃子、焼きとり、鶏肉のから揚げ、八宝菜、酢豚、肉野菜いため、麻婆
豆腐、おでん、すき焼き。　※主菜にはごはん（茶碗1膳）をプラスして試算
ほうれん草のお浸し、ほうれん草のごまあえ、こんにゃくの白あえ、なます、お
ろしあえ、かぼちゃの煮物、肉じゃが、ひじきの煮物、だし巻き卵、茶わん蒸し、
きんぴらごぼう、冷奴、納豆（１パック）、野菜サラダ、ポテトサラダ、野菜いため。
豆腐のみそ汁、かまぼことしいたけのすまし汁、ハマグリのうしお汁、りんご２
切れ（50ｇ）、みかん（１個）。

：

：

：

：

主 食

主 菜

副 菜

汁 物 ・
デザート

栄　養　素
エネルギー

厚労省が
養的な制 食事を構成する料理

目がすべて含まれる
されたり利用された

すし 五：主 食

コップ一杯の牛乳で１割節約。栄養も◎！家計も◎！

　社団法人中央酪農会議では、小山浩子管理栄養士の協力を得て、健康的な日々の生活を過すために必

要なエネルギー、ビタミン、ミネラルなどの各種栄養摂取基準を満たすことを前提に、牛乳１杯（200ml）

を入れた場合と、入れない場合のメニューの平均費用を比較したところ、興味深い結果が出ました。

　日本人の健康的な食生活に求められる栄養条件を満たす食事メニューに要するコストの平均額を算

出すると、牛乳を除くメニューの場合で１食当たり519円、牛乳を入れたメニューの場合で１食当たり

472円となり、牛乳200mlによるコスト削減額は47円となり、牛乳を取り入れることで１食当たり約１

割の食費が節約されました。「健康」に必要な栄養を「低価格」で摂取できる牛乳は、毎日の食卓に取り入

れたい食品です。

小山浩子氏
管理栄養士・
フードビジネス
コーディネーター 詳しくはHPから  http://www.dairy.co.jp/

牛乳のカルシウムは、
含有量が多いだけでは
なく、吸収率が高いの
が特徴です。

骨密度を高める

牛乳乳製品には、不足
すると肌荒れなどの原
因になると言われるビ
タミンB２が多く含ま
れています。

美肌に効果
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生
活
者
の
視
点
に
立
ち
、生
活
価
値
の
形
成
を
ア
シ
ス
ト
す
る
存
在
に
な
れ
る
か

希
望
創
造
の
機
会
を
創
り
出
す
未
来
店
舗

　
一
月
二
十
二
日
、学
習
院
大
学
に
て
、学
習

院
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
・
ス
ク
ー
ル
主
催
に
よ
る

産
学
協
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト「
未
来
店
舗
研
究

フ
ォ
ー
ラ
ム
二
〇
一
〇
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
中
で
、こ
の
ス
ク
ー
ル
の
ヘ
ッ
ド
マ

ス
タ
ー
で
あ
る
上
田
隆
穂
教
授
は
、『
客
数
の

減
少
や
客
単
価
の
下
落
か
ら
非
常
に
厳
し
い

状
況
が
続
い
て
い
る
小
売
業
に
お
い
て
、現

状
即
応
し
た
特
売
志
向
の
小
売
は
、品
質
面

で
劣
れ
ば
、景
気
回
復
と
共
に
消
費
者
に
見

放
さ
れ
、次
の
構
造
変
革
の
波
に
さ
ら
さ
れ

る
』と
警
鐘
を
鳴
ら
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、『
流
通
の
歴
史
か
ら
見
る
と
、一
九

五
〇
年
代
に
起
こ
っ
た
第
一
次
流
通
革
命
で

は
、セ
ル
フ
サ
ー
ビ
ス
、チ
ェ
ー
ン
オ
ペ
レ
ー

シ
ョ
ン
の
コ
ン
セ
プ
ト
を
核
と
し
て
、大
き

な（
マ
ク
ロ
的
）イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
結
果
で

あ
る
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
が
登
場
し
、そ

の
後
、マ
イ
ナ
ー
な
改
良（
ミ
ク
ロ
的
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
）が
続
け
ら
れ
、市
場
成
熟
化
が
進
ん

だ
と
こ
ろ
で
、新
た
な
マ
ク
ロ
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
が
起
こ
り
ま
し
た
。そ
れ
が
情
報
革
命
を

核
と
し
た
第
二
次
流
通
革
命
と
い
え
ま
す
。

一
九
八
〇
年
代
に
Ｐ
Ｏ
Ｓ
シ
ス
テ
ム
が
導
入

さ
れ
、小
売
が
情
報
力
を
獲
得
し
、一
括
大
量

仕
入
れ
能
力
を
背
景
に
、パ
ワ
ー
を
獲
得
し

て
い
っ
た
頃
で
す
。こ
の
間
が
三
〇
年
で
す

か
ら
、一
九
八
〇
年
か
ら
三
〇
年
後
を
考
え

る
と
ま
さ
に
二
〇
一
〇
年
代
で
す
。値
崩
れ

現
象
が
続
き
、打
つ
手
の
な
い
閉
塞
状
況
に

あ
る
中
で
は
、第
三
次
流
通
革
命
が
起
こ
る

期
が
、三
〇
年
周
期
で
熟
し
て
い
る
の
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。』と
述
べ
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
生
活
者
の
視
点
か
ら
は
、『
一
九
九

八
年
以
降
、希
望
を
見
出
し
に
く
い
、閉
塞
し

た
希
望
格
差
社
会
の
中
に
あ
る
と
家
族
社
会

学
で
は
言
わ
れ
て
い
ま
す
。そ
の
中
に
あ
っ

て
、小
売
業
本
来
の
存
在
理
由
も
変
わ
ら
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。現
在
の
小

売
業
は
、生
活
者
の
心
の
底
に
あ
る
ニ
ー
ズ

に
応
え
き
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。実
は
、

生
活
者
は
、希
望
を
求
め
て
、生
活
価
値
そ
の

も
の
の
創
造
を
ア
シ
ス
ト
す
る
存
在
を
求
め

て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。』と
述
べ

て
い
ま
す
。

第
三
次
流
通
革
命
の

キ
ー
ワ
ー
ド
は「
希
望
」

第
三
次
流
通
革
命
が
起
こ
る
か

地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
支
え
る

ス
テ
ー
シ
ョ
ン 

に

Tendency to consumption

　総務省が公表している消費者の購買力を捉

える「消費者物価指数」は、2008年に上昇傾向

が見られましたが、2009年に入り緩やかな下

落傾向にあります。

　また、総務省が公表している「家計調査」に

よると、2008年の二人以上世帯の年間食料支

出は、905,557円となっており、2005年の

902,003円より、約0.4％の増加がみられ、特

に「肉類」、「菓子類」の支出が増えていました。

しかし、この食料支出は、2009年に入り消費

者物価の下落とともに緩やかな減少傾向を見

せています。特に、外食の減少が多いことから、

最近の日本の経済環境を背景に、内食へシフ

トしていることが読み取れます。

上田隆穂氏
学 習 院 大 学 経 済
学 部 長 ／ 学 習 院
マネジメント・ス
ク ー ル ヘ ッ ド マ
スター

マクロ的イノベーションと
ミクロ的イノベーションの関係

出典：S. P. Schnaars (1991), MARKETING 
STRATEGY customers and competition, 
The Free Press ,A Division of Simon & 
Schuster,Inc.（内田学監訳，山本洋介翻訳
(2004)『マーケティング戦略「顧客」を知り，

「競争」に勝つ』PHP研究所），翻訳書pp.200-206.
をもとに作成

技
術
的
進
歩

時間1950年代 1980年代

第一次
流通革命

第二次
流通革命

第三次流通革命の予感？
（テーマ：脱デフレ）

30年間

30年間

ＰＯＳシステム
情報化

チェーンオペレーション
セルフサービス
ワンストップ・ショッピング

　
現
在
、
生
活
者
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
希

望
を
見
出
し
に
く
い
状
況
に
あ
り
、そ
れ
に

付
随
し
て
消
費
支
出
を
抑
え
る
傾
向
に
あ

り
ま
す
。

　
こ
れ
に
対
し
、消
費
拡
大
を
実
現
す
る
た

め
に
は
希
望
創
造
が
必
要
で
あ
り
、希
望
を

生
み
出
す
核（
希
望
ジ
ェ
ネ
レ
ー
タ
）を
、消

費
者
視
点
で
明
確
化
・
刺
激
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

　
こ
の
中
で
浮
か
び
上
が
っ
て
き
た
キ
ー
ワ
ー

ド
は「
家
族
」で
、夫
婦
二
人
の
生
活
か
ら
、子

供
の
出
産
・
育
児
、子
供
の
進
学
、子
供
の
独

立
と
再
び
夫
婦
二
人
の
生
活
へ
・・・
と
い
っ

た
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
の
変
化
に
よ
っ
て
希
望

を
生
み
出
す
核
の
イ
ン
パ
ク
ト
が
変
化
し
ま

す
。ま
た
、そ
れ
を
補
う
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
か
ら

も
希
望
が
創
出
さ
れ
ま
す
。

　
そ
の
た
め
希
望
を
創
造
す
る
た
め
に
は
、

生
活
者
の
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
ご
と
に
変
わ
る

と
想
定
さ
れ
る
希
望
発
生
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
解

明
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　
生
活
者
が
小
売
店
に
求
め
る「
存
在
意
義
」

が「
食
品
雑
貨
の
調
達
場
所
」か
ら「
生
活
者

が
必
要
と
す
る
モ
ノ
・
コ
ト
の
供
給
・
ア
シ
ス

ト
」へ
と
移
行
し
て
い
る
昨
今
、生
活
者
の
ラ

イ
フ
ス
タ
イ
ル
ご
と
の
希
望
の
中
身
を
明
ら

か
に
し
て
、小
売
店
舗
は
、「
ま
る
で
町
の
駅

（
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
）の
よ
う
に
生
活
に
密
着
し

た
存
在
と
な
り
、購
買
を
通
じ
て
生
活
価
値

を
高
め
る
ア
シ
ス
ト
を
す
る
」、人
生
に
お
け

る
駅
の
よ
う
な
存
在
を
目
指
す
こ
と
が
求
め

ら
れ
ま
す
。

　
ま
た
、こ
の
取
り
組
み
は
、卸
・
メ
ー
カ
ー

も
、小
売
と
一
緒
に
な
っ
て
、生
活
者
に
対
応

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
な
ぜ
な
ら
小
売
店
舗
に
置
か
れ
た
商
品
群

も
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
、生
活
者
に

向
け
て
希
望
創
造
の
生
活
提
案
を
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
か
ら
で
す
。

　
本
会
も
、生
活
者
の
深
層
心
理
視
点
で
小

売
り
の
あ
り
方
を
捉
え
直
し
、未
来
店
舗
の

可
能
性
を
追
求
す
る
、わ
が
国
初
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

年間食料支出額 
（二人以上世帯・2008年）

資料：総務省「家計調査」総総務省「家計調査」

穀類
9.1％

魚介類
9.8％

肉類
8.9％

乳卵類
4.3％

野菜・海藻
11.3％

果物
4.2％

油脂・調味料
4.5％

菓子類
8.7％

調理食品
10.9％

飲料
5.1％

酒類
5.0％

外食
18.2％

食料支出額
905,557円

（指数）

消費者物価指数の推移（2005年を100とした指数）

97

98

99

100

101

102

103

104

105

（年・月）総   合 食   料

資料：総務省「消費者物価指数」　注意：2005年を100とする指数。
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現在までに、小売店頭での展開を目的とした食品企業とのコラボレ

ーションは、森永製菓、サントリー酒類、明治製菓、ミツカン、ハウス

食品、日清食品、ダイショー、キユーピーの８社となっています。

牛 乳 と コ ラ ボ レ ー シ ョ ン し た 食 品 企 業 P O P の 一 部

牛
乳
の

多
面
的 

利
用
を
促
し

消
費
者
へ
新
た
な

食
生
活
を
提
案

販売促進ツールには、牛乳との相性や食育
をテーマとした「牛乳に相談だ。」の世界観
が広がるコピーが記載された店頭ボード
やポスター、スイングPOPなどを用意。

問 合 せ メ ー ル：a g e n e r a l @ c h u r a k u . j pコラボレーションＰＯＰに関してのお問い合わせはこちらまで

　
牛
乳
の
消
費
量
は
、少
子
高
齢
化
な
ど
が

進
み
食
品
の
需
要
全
体
が
縮
小
し
て
い
る
こ

と
や
他
飲
料
と
の
競
合
な
ど
に
よ
り
、長
期

的
に
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　
し
か
し
、日
本
に
お
け
る
牛
乳
消
費
は
、欧

米
諸
国
と
比
べ
る
と
少
量
で
あ
る
こ
と
に
加

え
、多
く
の
消
費
者
の
利
用
場
面
は
、直
接
飲

用
に
限
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
牛
乳
は
、嗜
好
性
だ
け
で
は
な
く
、必
要
な

栄
養
素
を
バ
ラ
ン
ス
良
く
摂
取
す
る
と
い
う

点
で
、他
の
食
品
と
組
み
合
わ
せ
た
摂
取
が

望
ま
し
く
、さ
ら
に
コ
ッ
プ
一
杯
の
牛
乳
で

食
事
全
体
の
栄
養
コ
ス
ト
を
一
割
も
削
減
す

る
こ
と
が
分
か
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、牛
乳
の
多
面
的

利
用
の
提
案
は
、嗜
好
性
、栄
養
性
、健
康
、食

の
コ
ス
ト
と
い
っ
た
面
か
ら
、消
費
者
の
食

生
活
に
対
し
て
さ
ら
に
豊
か
な
価
値
を
提
供

す
る
こ
と
が
可
能
で
、他
の
食
品
と
牛
乳
の

併
売
を
促
進
す
る
こ
と
で
、店
舗
全
体
の
売

り
上
げ
ア
ッ
プ
に
も
貢
献
で
き
ま
す
。

　『
牛
乳
に
相
談
だ
。』キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
、酪

農
家
自
ら
の
拠
出
に
よ
る
牛
乳
の
消
費
拡
大

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
す
。こ
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

の
認
知
度
・
好
意
度
は
、中
高
生
や
子
供
を
持

つ
母
親
層
を
中
心
に
、と
て
も
高
く
、既
に
ブ

ラ
ン
ド
化
し
て
い
ま
す
。

　
現
在
で
は
、九
社
の
食
品
企
業
と
の
コ
ラ

ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
Ｐ
Ｏ
Ｐ
制
作
、ク
ロ

ス
マ
ー
チ
ャ
ン
ダ
イ
ジ
ン
グ
に
よ
る
売
り
場

作
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
二
〇
〇
七
年
夏
か
ら
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン

を
行
っ
て
い
る「
森
永
製
菓
」で
は
、「『
牛
乳

に
相
談
だ
。』と
の
共
同
販
促
が
、主
力
商
品

の
底
上
げ
を
含
め
、市
場
全
体
の
活
性
化
に

つ
な
が
っ
た
」と
プ
ラ
ス
の
波
及
効
果
が
見

ら
れ
た
と
コ
メ
ン
ト
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、売
り
場
作
り
を
行
っ
た
小
売
店
に

お
い
て
は
、従
来
の
商
品
を
同
一
空
間
に
持

ち
寄
っ
て
実
施
す
る『
催
事
型
』の
ク
ロ
ス
マ
ー

チ
ャ
ン
ダ
イ
ジ
ン
グ
だ
け
で
は
な
く
、『
牛
乳

に
相
談
だ
。』の
ロ
ゴ
と
い
う
強
力
な
ア
イ
コ

ン
を
店
舗
内
の
各
エ
リ
ア
に
配
置
す
る
こ
と

で
、キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
楽
し
い
イ
メ
ー
ジ
で

売
り
場
を
結
ぶ『
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
型
』の
ク
ロ

ス
マ
ー
チ
ャ
ン
ダ
イ
ジ
ン
グ
が
可
能
と
な
り
、

高
い
評
価
を
頂
い
て
い
ま
す
。

　
牛
乳
に
対
す
る
価
値
意
識
は
世
代
に
よ
っ

て
多
様
化
し
て
い
ま
す
。

　
調
査
で
は
三
〇
代
と
四
〇
代
の
間
に
牛
乳

の
成
分
・
効
能
へ
の
理
解
度
や
、牛
乳
に
対
す

る
好
意
度
に
差
が
あ
り
、そ
れ
が
消
費
行
動

を
規
定
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
四
〇
代
以
上
は
、「
飲
用
」と
し
て
の
牛
乳

に
高
い
価
値
を
感
じ
な
が
ら
習
慣
的
に
家
庭

内
で
消
費
し
て
い
ま
す
が
、三
〇
代
以
下
は
、

そ
の
価
値
が
希
薄
化
し
て
い
ま
す
。（
本
会
二

〇
〇
九
年
八
月
実
施
調
査
結
果
よ
り
）

　
し
た
が
っ
て
牛
乳
の
基
本
的
価
値
を
新
し

い
世
代
の
ニ
ー
ズ
や
生
活
ス
タ
イ
ル
に
合
わ

せ
て
、提
案
す
る
こ
と
が
必
要
に
な
っ
て
き

ま
す
。

　
今
後
は
、世
代
や
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
応

じ
た
牛
乳
の
価
値
を
店
頭
に
お
い
て
提
供
し

て
い
く
こ
と
が
、カ
ギ
に
な
っ
て
き
ま
す
。

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
知
名
度
を
活
か
す

売
り
場
作
り
と

Ｐ
Ｏ
Ｐ

今
後
は
世
代
別
価
値
意
識
を
理
解
し
た

店
頭
づ
く
り 

が

カ
ギ

購
買
点
数
の
ア
ッ
プ
に
牛
乳
が
貢
献
す
る
売
場
の
実
例

牛
乳
で
店
舗
全
体
を
活
性
化

ク
ロ
ス
マ
ー
チ
ャ
ン
ダ
イ
ジ
ン
グ
で
攻
め
る
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